
横浜市立大学 ティーチングアシスタント（TA）実施要項 

 

 （目的） 

第１条 横浜市立大学に在籍する大学院生に対し、教育的配慮の下に、学部学生などに対する助 

言や実験、実習等の教育補助を行わせ、大学教育の充実と大学院生への教育トレーニングの 

機会提供を図るとともに、これに対する手当の支給により、大学院生の処遇の改善の一助とする 

ことを目的とする。 

 

 （名称） 

第２条 前条に規定するティーチングアシスタントを TAと称する。 

 

 （内容） 

第３条 TAは大学の教育理念に基づいた授業効果をはかるため、当該授業における学生への助 

言や実習又は実験等の教育補助を行う。 

 

 （資格） 

第４条 TAは大学院に所属する学生とする。 

 

 （学生の選考及び対象授業科目） 

第５条 TAの選考は、学部と十分な連携を図った上、研究科長が行う。 

２ TAが教育補助を行う授業科目については、学部において実施計画を作成し、研究科長へ提出す

る。 

 

 （実施期間） 

第６条 TAの実施期間は、毎年４月１日から翌年３月 31日までの１年間の範囲内とする。 

 

 （実施時間） 

第７条 TAの実施時間は、月 40時間（週 10時間）以内を限度とし、当該学生の授業等に支障が生

じないよう配慮する。 

２ TAが教育補助を行った場合は、所定の報告書に記入するものとする。 

３ 前２項にかかわらず医学研究科における TAの実施時間の上限及び報告書の様式は別に定める。 

 

 （報酬） 

第８条 TAには、第３条に規定する内容に対し報酬を支払う。 

２ 報酬総額は予算の範囲内で定める。 

 

 （運用方法） 

第９条 研究科長は、TAに対して事前研修を実施し、対象授業科目を担当する教員による継続的 

な指導助言を行う。 

 

 （実施報告） 

第 10条 毎年度末にその年度の TAに関する報告書を作成し、研究科長へ提出する。 

 

 附則 

この要項は、平成 17年９月 13日から施行し、適用する。 

  

附則 

この要項は、平成 26年４月１日から施行し、適用する。 


